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私の体験談 

アングラ 

1970年代のドイツで 
  

ゲルハルト・ラウク著 
    

前号から続く 
  

   東ベルリンのソ連大使館の前を通ると、すぐに警備が厳重すぎるのがわ

かる。  しかし、私は数ブロック離れたところにステッカーを貼ること

に成功した。   

   帰路、私は走行中の列車の側面に鉤十字のステッカーを貼った。  共産

圏の警官の頭から25cmのところだ。  (ステッカーを手前に、警官の制帽

を背景に写真を撮る。 

   残念ながら、共産圏で撮った写真はどれもうまくいかない。  (安物の

カメラを使っていたのだ）。 

   西側ゾーンでは、他の写真もうまく撮れている。  共産圏（DDR）領事

館の入り口に鉤十字のステッカーが貼られている写真もあります。    

   また、警察署の入り口には卍のステッカーが飾られている。   

   共産主義者のポスターの上に卍のステッカーが貼られることが多い。 
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   ハンブルグの中央駅の入り口に鉤十字のステッカーを貼った後、私は通

りを歩いて渡る。  バス停のベンチに座る。  そして眺める。  やがて

一人の男が立ち止まる。  鉤十字のステッカーを見る。  メモ帳を取り

出し  そして連絡先の住所を書き留める。  数週間後、リンカーンに問

い合わせが届きました。  著者は、この場所で当社の鉤十字ステッカー

を見た、と書いているのだ 
  

   ある民族主義政党の地方支部のクリスマスパーティに参加する。   

   ゲストの一人が私にこう尋ねた。"あなたはゲルハルト・ラウクです

か？"  

   と答えます。"強制送還されたそうです"   

   隣の席の同志がニヤリと笑う。 

   そのうちの一人がタバコを吸いに外に出る。  戻ってきた彼は、おかし

な話を持っています。   

   もう一人の同志が会場のドアにやってきた。  そして、警察が彼を訪ね

てきたと言った。  ゲルハルトを捜しているのだという。   

   この新しく来た仲間は、もう一人に尋ねた。"ゲルハルトがどこにいる

か知っているか？" 

   という返事。"はい、彼は中にいます。  コーヒーを飲んでいます。" 

   ちなみに、この同志の幼い息子は、"アドルフ "という名前だ。 
  

   真夜中である。  私は熟睡している。  突然、ドアをノックする大きな

音で目が覚めた。  そして叫び声。「警察だ！」 

   かすかに会話が聞こえてくる。   

   隣の部屋は警察です。   

   おそらく、警察は私を必要としている。  彼らは単に間違った部屋へ

行っただけだ。 

   着替えて窓から出るまで、2、3分あると思う。  荷物も持たずに。   

   幸いなことに、かすかな会話が長く続く。  私は、警察が正しい部屋に

行ったことを理解する。  彼らは他の誰かを探していた。  今度こそ 
    

   駅で誰かが私の名前を叫ぶのが聞こえた。  そして、それは警察だと

疑った。  だから私は歩き続けた。一人の男が私に駆け寄った。  彼は

微笑んでいた。  同志だ！ 
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   私たちは他の車を追っています。  スピード違反をしている。  そのた

め、警察の注意を引く危険性があります。 

   私のドライバーのコメントです。  「時々、私は無能のために全員を銃

殺しなければならないと思う。  そして、同志を全員射殺した罪で自分

も射殺される。" 
  

   私はある民族主義的な政党の会合に出席する。  そして、とても美しい

若い女性に気づく。   

   隣に立っている同志が、自己紹介をするように言う。  しかし、私は翌

日には帰らなければならない。  そこで、私は彼にそうするように勧め

た。   それから何年も経ってから、私は偶然に彼に会った。   そし

て、彼が彼女と結婚したことを知るのです。 
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メディア抜粋 
  

友人からの賞賛は、私たちの励みとなります。  しかし、敵からの評価
は、私たちの有効性をより説得力のある形で証明してくれます。  それ

は確かに誠意あるものですが、私たちに有利な方向に偏っているわけで

はありません。  だから、より説得力があるのだ。 
  

   "ドイツの司法に反抗を吐きながら、アメリカのネオナチ指導者ゲイ

リー・ラックは昨日ハンブルグの法廷を行進し、人種差別プロパガンダ

の輸出の罪で4年の実刑判決を受け始めた...`闘いは続く'と彼はドイツ

語で叫びながら連れて行かれた。  国家社会主義者も共産主義者も、ア

メリカ市民を誘拐する勇気はなかった」。- インディペンデント（ロンド

ン）1996年8月23日号    

  

   「この判決は、非常に疑わしい法的根拠に基づいている。  被告人は

何をしたかではなく、NS Kampfrufを通じて何を言ったかによって有罪に

されたのである。  もし、ラックが鉤十字の代わりに金槌と鎌を輸入し

たことで罰せられたとしたら、彼の現在の批判者たちは検閲について文

句を言うだろう」。- 1996年8月23日、ダイ・ターゲスツァイトゥング紙 
  

   「彼の身柄引き渡し、裁判、有罪判決はすべて、国際的な法的先例と

なると考えられている。  彼の逮捕は、ドイツからの強い圧力と、人種

差別の扇動に関するデンマークの法律に違反しているという訴えを受け

たもので、政治的資料とポルノに関する自由な法律を持つデンマークで

行われました。  ラックは裁判のほとんどで沈黙を守っていたが、彼の

弁護士ハンス・オットー・ジークは、アメリカで出版されたものをドイ

ツで裁くことはできないと主張した。"- タイムズ（イギリス）1996年8月

23日号 

  

   "この分野でリベラルな法律を持つデンマークがネオナチを引き渡した

のは初めてのことである。"- ベルリナー・ツァイトゥング』1996年8月23

日号 
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   "ネブラスカ州オマハでは、Anti-Defamation Leagueの地域ディレクター

が、評決には満足しているが、今後を懸念していると述べた。  

   特に彼の影響力が最も強いヨーロッパでは、殉教者としての地位を高

めることができる」とボブ・ウォルフソン氏は語った。  彼は戦いの傷

を負い、ある種の世界ではそれが必要なのだ。  私は、ドイツの刑務所

への訪問が彼の抑止力になるとは思っていない」 - 1996年8月23日、ハン

ブルグ、AP通信 
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